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要旨 

2008年Google社を中心とするOHA(Open Handset Alliance)より世に出されたAndroidは、スマートフォンを中
心に世界に普及し日本でも本格的な普及期を迎えている。Android はオープンソースであり、大学等教育機関でも
自由に開発を行うことができる。本稿では学生の Java言語習得のために 2010年度、2011年度に実施した Android

アプリケーションコンテストの実施結果(2010年度)及び実施状況(2011年度)について報告する。 

 

1. 背景    

2008 年 Google 社を中心とする OHA より世に出された Android は、スマートフォンを中心に現在一日

に 20万台(2010年 8月)のペースで世界に普及し日本でも本格的な普及期を迎えAndroidのスマートフォ

ンを街で見かける機会も多くなった。 

Androidのアプリケーション開発は Java言語を利用して行う。開発には下記の4つ環境が必要であるが、

それぞれの環境はオープンソースまたは他のライセンスにより無償で利用可能であり、教育現場での

Java言語習得に向いていると考えられる。 

１） JDK (Java Development Kit) 

２） Eclipse 

３） Android SDK 

４） ADT(Android Development Tools) 

そのため最首、飯塚は 2009年より情報学実験基礎、情報学実験ⅡにてAndroidを用いた実験を行い学

生の Java習得に努めてきた。 

Androidアプリケーションが自身で作成できるようになるためには 

・ Androidアプリケーションの構成 

・ Javaのオブジェクト指向の理解 

・ イベント駆動型プログラミングの理解 

・ スレッドの理解 

などの知識が必要になる。これらすべてを時間の限られた実験内で享受することは困難であり、学生の

主体的な学びが必要である。 

 そこで、学生に更に主体的に Java習得に取り組んでもらうためにAndroidアプリコンテストを企画・

実施することとなった。 

 

2. 情報学実験 

明星大学では情報学部情報学科の学生に対し、2年次に情報学実験基礎、3年次に情報学実験Ⅱの実験

を行なっている。実験は毎週木曜日、3－5 時限を利用し、4 週にわたり実施し、その結果をレポートに

まとめ提出するものである。 

 情報学実験基礎では下記の 2つの目的を達成するために実験を行なっている。 

・Java言語によりオブジェクト指向プログラミングの理解 

・Androidのファイル構成の理解 

 また、情報学実験Ⅱでは下記を目的としている。 

Androidアプリコンテスト実施報告 

Implementation report of Android Application contest 

飯塚康至†  最首和雄‡ 

 Yasushi Iizuka†    Kazuo Saishu‡ 

†‡明星大学 情報学部 

†‡Department of Information Science, Meisei University. 



情報システム学会 第 6回全国大会・研究発表大会 [] 

 

[]-2 

 

・Viewクラスと SrufaceViewクラスの理解 

・アルゴリズムや再帰呼び出しの理解 

・デバイス制御やイベントに関する理解 

 各目的を達成するために情報学実験基礎では 

１） Java言語及びオブジェクト指向入門 

２） Android概要及びAndroidアプリケーション概要 

３） 複数のActivityを利用した画面遷移 

４） インターネットとHTMLの利用 

情報学実験Ⅱでは 

１） 独自のViewと SurfaceViewを利用した Threadを利用したアプリケーションの作成 

２） ソートアルゴリズムを利用したビジュアルアプリケーションの作成 

３） コッホ曲線やツリー曲線を描くアプリケーションの作成 

 を行なっている。 

 実験中、大学で購入した Android 端末に作成したアプリケーションをインストールし実際に動くこと

を確認すると共に、自身で Android 端末を持っている学生については自分の Android 端末にインストー

ルする方法を教授している。 

 

3. Androidアプリコンテスト概要 

 Androidアプリケーションは下記のような概要で実施した。 

 開 催 目 的 ： アプリケーションの開発を通じ Java言語を学ぶこと 

 主 催 ： 情報学科コンピューター科学コース 

 参加対象者： 明星大学所属学生 

 スケジュール： 

  説明会、7月に 2回実施 

 開発のための集中講義、8月に 3日間(2時限～5時限) 

 開発期間、～9月まで 

 審査機関、9月～12月 

 選 考 方 法 ： 

 共通アカウントでAndroid Marketに作成したアプリケーションを世界中に公開する。 

指定期間後、マーケットでのダウンロード数と評価でアプリケーションの評価を行う。 

表 彰 ： 

 最優秀賞 5万円程度の記念品(1名) 

優秀賞 3万円程度の記念品(2名) 

佳作 1万円程度の記念品(5名) 

禁 止 事 項 ： 

 ・対象アプリは無料アプリ、広告なしのアプリとします。 

・他者の著作権を侵害するアプリの作成を禁止します。 

・公序良俗に触れるアプリの作成を禁止します。 

本コンテストの特徴は作成されたアプリケーションの評価方法にある。アプリケーションはAndroidマーケット

にて比較的簡単に作成したアプリケーションを世界中に公開可能で、公開されたアプリケーションは、管理画面よ

りダウンロード数、ユーザーの星による評価、コメントを閲覧することができる。 

これを利用し、本コンテストでは講師陣による評価ではなく、ダウンロード数、星による評価、コメントを判断

材料とし、アプリケーションの評価とすることとした。 

 



情報システム学会 第 6回全国大会・研究発表大会 [] 

 

[]-3 

 

 

4. Androidアプリケーション 2010年度実施結果 

2010 年度はまだ Android は爆発的な普及に入る段階であり、Android の知名度は低かったし端末を保

持している人も少なかった。そのため 2010年度は主に情報学部情報学科の学生がコンテストに参加した。 

8月に行った集中講義への参加者は 14名で下記のとおりである。 

大 学 院 生 ・・・ 1名 

卒 業 研 究 生 ・・・ 9名 

1 - 3 年 生 (情報学部 ) ・・・ 3名 

そ の 他 学 部 ・・・ 1名 

作品を発表したものは 12 名で作品総数は、22 アプリケーションとなった。平均すると一人約 2 個の

アプリケーションを作成し公開したことになる。最大で 5 個のアプリケーションを作成・公開した物も

入る。 

コメント数の平均は 2.5 であり、ダウンロード数の平均は 317 ダウンロード、星による評価の平均は

2.1となった。 

しかしながら、これらの数値はアプリケーションにより大きく異なり、コメント数の最大は 32、ダウ

ンロード数の最大は 2220、評価の最大は 4.2となった。 

評価は期間を区切って行ったが、その後、102704ダウンロードまでダウンロード数を伸ばしたアプリ

ケーションもあった。 

5. Androidアプリケーション 2011年度実施状況 

2011年度のアンドロイドアプリコンテスト集中講義に参加しエントリーした者は 22名で下記の通りである。 

卒 業 研 究 生・・・13名 

3 年生 (情報学部 )・・・1名 

2 年生 (情報学部 )・・・5名 

2 年生 (その他学部 )・・・1名 

1 年生 (情報学部 )・・・2名 

 公開されたアプリケーションは 22であり、最大ダウンロード数は約 8500となっている。2年生、1年生などはス

キルが足りず、エントリーしたものの約半数の 11名は公開に至らなかった。 

6. Androidアプリコンテストでのアプリの種類 

 作成されたアプリケーションのカテゴリーは 2010年、2011年共にアプリケーションが 60%、ゲームが 40%程度

である。2010年度はAndroid単体で動作するアプリケーションが全てであったのに対し、2012年度はクラウドと連

携するアプリケーションが作成されたのが特徴である。 

7. まとめ 

 Android アプリケーションを作成し、公開することにより学生は Java 言語とそのオブジェクト指向を実際の開発

として学ぶこととなる。またアプリケーションを世界中に公開するのでコメントや問い合わせにて世界中の人の反

応を知ることができる。このため、賞品以外に高いモチベーションを維持したままアプリケーション開発を行うこ

とができると考えている。 
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